
H21～24年度 パパの子育てを応援する取組
～男性の子育て参画日本一を目指して～

大分県

「男から父親へ。
あなたの『育児宣言』を
応援します」



★大分県次世代育成支援後期行動計画
「新おおいた子ども・子育て応援プラン」

（H22～26年度）

政策目標：子育て満足度日本一を目指す大分県

★大分県中期行財政運営ビジョン(H21～23年度)

【目指す姿】
子どもの笑顔をはぐくみ、
未来を拓く大分県

○ 子育てにかかる経済的負担の軽減
○ 子育ての孤立感・丌安感の軽減
○ 子育ても仕事もしやすい環境づくり

etc.



「新おおいた子ども・子育て応援プラン」の基本的な考え方

次世代育成支援対策は、父母その他の保護
者が子育てについての第一義的責任を有す
るという 基本的認識の下に、子育ての意義
についての理解が深められ、かつ、子育て
に伴う喜びが実感されるように配慮して推
進する。
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① 子どもの視点

② 次代の親づくりという視点
③ サービス利用者の視点
④ 社会全体による支援の視点
⑤ 仕事と生活の調和の実現の視点（＊新規）

⑥ すべての子どもと家庭への支援の視点
⑦ 地域における社会資源の効果的な活用

の視点
⑧ サービスの質の視点
⑨ 地域特性の視点

１．子どもの成長と
子育てをみんなで
支える意識づくり

２．地域における
子育ての支援

３．子育ても仕事も
しやすい環境づくり

４．きめ細かな対応が
必要な子どもと親へ
の支援

５．子どもが健やかに
生まれ育つ環境づく
り

６．子どもの生きる
力をはぐくむ教育
の推進

７．子どもにとって
安心・安全なまち
づくり
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めざす姿 基本目標基本理念

基本的な視点

施策の体系



大分県の女子未婚率は２番目に低いものの、有配偶女性の出生率が最下位

（九州各県比較）

出典：厚生労働省「平成20年人口動態統計」、総務省「平成17年国調査」をもとに15～49歳の数値で算出。
有配宮者出生率は出生数÷有配宮者女子人口×100」で算出。

合計特殊出生率
（平成23年）

女子未婚率※1

（平成22年）
有配偶女子出生率※2

（既婚女性の出生率）

全 国 １．３９ 順位 ４２．７ 順位 ７．２６ 順位

福岡県 １．４２ ２７位 ４５．９ ７位 ７．９０ ４位

佐賀県 １．６１ ５位 ４３．３ ４位 ７．９６ ２位

長崎県 １．６０ ７位 ４３．４ ５位 ７．７１ ７位

熊本県 １．６２ ４位 ４３．２ ３位 ７．８３ ５位

大分県 １．５５ １１位 ４２．７ ２位 ７．６５ ８位

宮崎県 １．６８ ２位 ４１．３ １位 ７．７８ ６位

鹿児島県 １．６４ ３位 ４３．８ ６位 ７．９２ ３位

沖縄県 １．８６ １位 ４４．６ ８位 １０．１９ １位

※1：H22国勢調査 ※2：厚生労働省「平成18年度婚姻に関する統計」による

大分県の特徴 ～合計特殊出生率等～



大分県の男性は、全国平均に比べて就業時間が長く、一方で家事・育児に
かける時間や割合が最も低い（平成18年社会生活基本調査）

男性の家事・育児参加は、母親の育児丌安を和らげ、特に夫婦の第２子以
降の出産に影響するといわれている。

男性の長時間労働と家事・育児参加

大分県の特徴 ～男性の育児参加～

男性の子育て参画の推進
喫緊に取り組むべき課題

「男性の子育て参画日本一」
を目指す



大分県庁子育てパパサポートプラン

(１)職場の環境整備（標準）：所属長を「父親の子育て参画推進員」とする。

(２)イクメンバッジの着用（選択）：子育てに積極的に参画することを表明する職員
男性の子育てを積極的に支持する職員

(３)男性の子育てにかかる休暇の取得促進（標準）：下記休暇の取得の常態化
①配偶者の出産補助休暇（３日） ②育児参加休暇（５日） ③子どもの看護休暇
④子どもの予防接種、健診時（年休） ⑤入学式などの行事やPTA活動（年休）

(４)育児休業等の取得促進（標準）

(５)職員の意識啓発
①情報交換を行う場（イクメンパパの集い）の設定（選択）
②ちえのわブログを活用した意見交換の場の設定（標準）
③こども子育て支援課の行うパパ行事への参加（選択）

(６)子育てパパ退庁日の設定（標準）：超過勤務の縮減及び年次有給休暇の取得促進
①毎月第３水曜日に職員が自宅で育児に親しむよう呼びかける「育児（１９時）に

帰ろうマイホーム」の取組の徹底
②３歳未満の児童を養育する男性職員：「子育てパパ退庁日」として、年休を使い

１５時を目途に退庁する。当該日時には、会議等の開催をしない等の配慮を行う。

(７)子育て参画の行動を促進する取組（選択） （各部局の実情に応じて策定）



HP「大分県職員子育て支援のページ」（H21.12.7公開）

大分県（前）総務部長の育児休暇体験記

・子育て職員の所属の方へ ・職員の育児を支えるための所属長の役割 ８箇条

・男性職員が子育てのために取得できる休暇制度等について

・子の年齢で制度を探す（出産や育児のための休暇制度等早見表）

・育児休業等中の職員の方へ（職場復帰への支援等） ・大分県特定事業主行動計画

（H22.4.13～4.22：10日間）
出産補助休暇（3日）＋育児参加休暇（5日）＋土日





①パパの子育て応援マンガ本
H22.3

★実際に育児休業を取得した男性の
体験に基づき、育児の苦労と喜び
を描いたマンガ本

★若い子育て世代に読んでもらえる
よう、県内コンビニエンスストア
や、産婦人科、小児科などに無料
配布

★県内在住の漫画家 平田京子作画
著作「ハケンの品格」等

社会全体で応援する機運づくり





②シンボルマーク

応募作品数609

『男から父親へ。
あなたの「育児宣言」を
応援します。』

③キャッチコピー

イクメンバッジ

リーフレット

エコバッグ

④イクメングッズ

広報・啓発グッズ
・「私の育児宣言」宣言者
・パパの子育て応援

イベント等で配布

⑤HP:パパの子育てを応援する頁

H21.11 応募作品数127



大分県立図書館・大分市立図書館 パパの子育て応援コーナー（「育児宣言」募集など）

パパの子育て応援月間（８月） （Ｈ２２～Ｈ２３年度）
公募した応援メッセージのラジオ放送



パパの子育て応援セミナー

★参加者アンケート
・家庭がしっかりすることの大切さを理解できた。

そのことが仕事の効率化につながる。
・会社の状況を変えていくことが必要
・子育てを恥ずかしがらず、進んで参加できる社会になると良い。
・短くてもよいから、育児休暇の取得をしてみようと思った。
・社会は急に変われないが、先ずは自分から変わろうと思う。

（Ｈ２１～２２年度）県内６ヵ所 開催市町と共催



おおいたパパくらぶ（パパ講座）
Ｈ２２年度

①７月 遊びのワークショップ
②８月 絵本の読み聞かせ講座
③９月 パパの料理教室
（参加者提案研修）
④１０月 ママとのパートナーシップ
⑤１１月 小児ファーストエイド
⑥１２月 子どもとのコミュニケーション

２９名（２４～４２歳）



おおいたパパくらぶ（３地域）
Ｈ２３年度

①７月 子どもとの遊び
②８月 子どもの事敀・病気の対処方法
③９月 父親を楽しむ生き方（公開講座）
（参加者提案研修）
④１０月 全体会 ＋ テーマ別分科会

子どもの成長・発達を理解する
⑤１１月 パパの料理教室
⑥１２月 ママと子どもと体操教室

県内３ブロック開催（開催市と共催）

計６９名（２７～４８歳）



Ｈ２３年度 パパも子育て応援イベント （開催市と共催）

「絵本の読み聞かせ＆えほんうたライブwithおおいたパパくらぶ」
2012.2.5 参加者数 約150名



パパ育児応援ブック
（H23.9）
子育てハッピースタート推進事業



23年度プレママ・プレパパスクール （大分県子育てハッピースタート推進事業）

「ママを支える心構え」 講師：おおいたパパくらぶ（9人） 28施設 延34回
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シンボルマーク
キャッチコピー作成

ラジオＣＭの文案
募集・作成・放送

イクメンバッジ
リーフレット作成

パパ力向上
パパファシリテーター養成

パパの子育て応援マンガ本
作成

パパと一緒に子育て
推進セミナー

（県内６か所）

民間企業協働型子育て支援事業
○「おおいた子育て応援団（しごと子育てサポート企業）」認証制度

パパの子育てエンパワメント事業 パパの子育てステップアップ事業

父親向け子育て応援サイト
（ＨＰ「パパの子育てを応援するページ」）

男性の子育て推進事業費補助金
（企業等子育て支援促進事業）

パパの子育て応援セミナー
（県内６か所）

おおいたパパくらぶ
（パパ講座全６回）

パパの子育て応援マンガ本
イクメンバッジ・リーフレット

パパ育児応援ブック（Ｈ２３～）による啓発

パパの子育て応援月間（８月）の設定

おおいたパパくらぶ(3地域)
（各６回開催市と共催）

男性の子育て参画日本一フォーラム（大分市と共催）

男性の育児体験記の募集・広報

公募メッセージによるラジオスポット放送

男性の子育て支援事業

プレママ・プレパパスクール

男性の子育て支援事業費補助金

地域子育て支援拠点等において土日
等に「パパも子育て応援日」を設定

実施に要する経費について補助

○地域版パパくらぶの開催
○プレパパスクールの開催
○パパイベントの開催 等

Ｈ２４は７市町村で実施

２３年度 ２４年度

情報発信及び啓発

○パパの子育て応援月間
（市町村・部局間連携）

○パパ子育て応援冊子等
（中学・高校での啓発）

○父親向け子育て応援サイト
（ＨＰの充実）

○フリーペーパー広報

子育て支援企業ステップアップ事業

○仕事と子育て両立支援モデル企業の指定
○ワーク・ライフ・バランス推進アドバイザーの派遣
○子育ても仕事もしやすい環境づくりの普及啓発（ＷＬＢセミナー・労働講座等）

大分県の「男性の子育て参画推進の取組」

活
躍

２２年度２１年度



全国最下位から第７位へ「躍進日本一」
（平成２３年社会生活基本調査：総務省）

記者発表資料より抜粋（H24.9.27大分県こども子育て支援課） 詳細は http://www.pref.oita.jp/site/papakosodate/

http://www.pref.oita.jp/site/papakosodate/


【男性の子育て参画の推進で期待される効果】

★男性自身も子育てや家庭生活を楽しむ時間を持つことができる。

★子育てを経験することで視野が広がる。

★周囲の協力を得たり、時間を上手に使ったりと段取り力が向上する。
（仕事にも好影響）

★母親の育児の丌安感・負担感が軽減される。

★家事や育児の大変さを共有することで、夫婦間の信頼が高まる。

★家族のふれあいが増えることは、子どもの健やかな育ちによい
影響を不える。

子育て満足度の向上


